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右
上
下
、
左
下
、
獅
子
浜
村
植
松
家
に
伝
来
し
た
旗
。
収
納
用
の

木
箱
に
は
、
「慶
長
拾
九
年
四
月
十
四
日
下
附
御
免
船
建
旗
二
入
、

御
本
丸
西
御
丸
御
膳
御
用
活
鯛
船
建
旗
壱
入
、
徳
川
家
ョ
リ
ノ
分

入
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

左
上
、
植
松
七
右
衛
門
易
我
肖
像
。
い
ず
れ
も
植
松
徳
氏
所
蔵
。
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聰
攀
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

⑭
羅鸞
驀
躁
攀
難
襲
菫
葦
薔
驀
難
苺難
“

維
新
変
革
と
家
の
由
緒
・権
利

―
獅
子
浜
村
植
松
家
の
例
―

駿
河
国
駿
東
郡
獅
子
浜
村

（沼
津
市

獅
子
浜
）
の
植
松
家
は
、
戦
国
期
に
は

土
豪
で
あ
り
、
近
世
に
は
名
主

・
津
元

を
世
襲
し
た
有
力
者
で
あ

っ
た
。
支
配

者
側
に
も

一
日
置
か
れ
、
歴
代
の
領
主

か
ら
は
特
権
を
保
証
さ
れ
て
き
た
。
同

家
に
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
戦
国
期
以

来
の
朱
印
状

・
黒
印
状
等
が
数
多
く
現

存
す
る
。
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
の

記
録
で
は
、
朱
印
状
と
継
目
証
文
が
全

七
十
二
通
あ
る
と
な

っ
て
い
る
。

近
世
以
降
、
獅
子
浜
村
は
徳
川
頼
宣

領

・
徳
川
忠
長
領

。
小
田
原
藩
領

・
幕

府
領

（沼
津
代
官

・
韮
山
代
官
）
・
沼
津

藩
領
な
ど
を
経
て
、
明
治
維
新
に
至
る
。

そ
の
歴
代
領
主
に
認
可
さ
れ
た
特
権
と

は
、
「門
屋
敷
五
軒
井
丸
木
船
二
艘
」
分

の
課
税
免
除
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
貞

享
元
年

（
一
六
八
四
）
沼
津
代
官
国
領

半
兵
衛
重
次
か
ら
下
さ
れ
た
証
文
は
、

以
下
の
よ
う
な
文
面
で
あ
る
。

自
分
門
屋
敷
五
軒
井
丸
木
船
弐
艘
之

役
儀
之
事
、
従
先
規
之
証
文
之
通
、

為
御
免
許
之
間
、
然
上
者
如
先
例
、

従
　
公
儀
肴
御
用
之
節
者
五
ケ
浦
之

肴
肝
煎
無
滞
様
可
勤
之
也

貞
享
元
子
六
月
　
　
半
兵
衛
印

な
お
、
こ
の
文
面
の
中
の

「公
儀
肴

御
用
」
と
は
、
江
戸
城

へ
納
め
る
魚
の

調
達
の
こ
と
で
あ
る
。
植
松
家
で
は
、

将
軍
上
洛
時
に
蒲
原
御
殿
に
お
い
て
魚

を
献
上
し
て
以
来

（植
松
家
文
書
Ａ
Ｉ

２５

・
２６

・
２７
）、
魚
の
納
入
を
命
じ
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
慶
長
十
九
年

（
一

六

一
四
）
四
月
十
九
日
下
付
の
証
文
以

来
、
文
面
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
植
松
家

に
保
存
さ
れ
て
い
る

「御
免
」
の
文
字

が
染
め
抜
か
れ
た
旗
三
流
は
、
こ
の
慶

長
十
九
年
の
認
可
以
来
、
御
免
船
に
掲

げ
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
ま
た
同
じ

く

「御
献
上
鯛
御
用
」
「御
本
丸
西
御
丸

御
膳
御
用
」
の
文
字
が
入
っ
た
旗
は
、

将
軍
家

へ
献
上
す
る
た
め
生
か
し
た
ま

ま
の
鯛
を
積
ん
で
運
ん
だ
船
に
掲
げ
た

も
の
で
あ
る
。

特
権
は
財
力
が
も
た
ら
し
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た

一
度
付
与
さ
れ
た
特
権
は

新
た
な
財
力
を
も
た
ら
す
。
同
家
は
、

ヽ

漁
業
の
経
営
面
と
名
主

・
取
締
名
主
と

い
う
政
治
的
側
面
と
で
、
村
落

・
地
域

に
お
け
る
圧
倒
的
存
在
で
あ

っ
た
。
近

世
後
期
の
当
主
植
松
七
右
衛
門
易
我
は
、

沼
津
藩
に
対
し
て
た
び
た
び
献
金
を
行

い
、
そ
の
結
果
麻
林
や
黒
羽
二
重
の
紋

服
を
賜
り
、
苗
字
帯
刀
も
許
可
さ
れ
た
。

彼
は
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
に
亡
く

な
る
が
、
没
後
ま
も
な
く
描
か
れ
た
肖

像
画
は
、
藩
主
水
野
家
の
家
紋
入
り
の

株
を
着
用
し
た
誇
ら
し
げ
な
姿
で
あ
る
。

こ
の
絵
を
描
い
た
の
は
、
隣
の
江
浦
村

の
名
主

・
津
元
で
、
や
は
り
戦
国
期
以

来
の
有
力
者
で
あ

っ
た
久
住
善
十
郎

（画

号
耕
雲
）
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
久
住
も
易
我
の
嗣
子
七
十

郎
も
、
三
百
年
以
上
に
わ
た

っ
て
維
持

さ
れ
て
き
た
彼
ら
の
特
権
が
、
ま
も
な

く
最
大
の
危
機
を
迎
え
る
と
は
知
ら
な

か

っ
た
。
明
治
維
新
で
あ
る
。

維
新
後
、
獅
子
浜
村
は
静
岡
藩
徳
川

家
の
領
地
と
な

っ
た
。
歴
代
支
配
者
に

し
て
き
た
よ
う
に
、
今
度
も
ま
た
権
利

の
継
続
を
願
い
出
る
。
慶
応
四
年
七
月
、

植
松
七
十
郎
は
、
沼
津
藩
の
転
出
に
際

し
て
、
「是
迄
旧
来
御
引
立
被
成
下
置
候

廉
々
御
演
舌
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
」

（Ａ
ｌ

ａ
１
１３６
）と
い
う
願
書
を
提
出
し

ヽ

た
。

つ
ま
り
沼
津
藩
に
対
し
て
、
次
に

入
っ
て
く
る
静
岡
藩
に
こ
れ
ま
で
の
権

利
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
く
れ
る
よ
う

「演

舌
」
（引
き
継
ぎ
）
し
て
く
れ
と
言
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
静
岡
藩

成
立
後
は
同
藩
に
対
し
て
も
願
書
を
提

出
し
て
い
る
。

自
家
の
特
権
維
持
に
奔
走
し
た
の
は

植
松
家
だ
け
で
は
な
い
。
同
家
を
合
む

近
隣
四
か
村
の
津
元
六
名
は
、
明
治
二

年

（
一
八
六
九
）、
諸
役
が
免
除
さ
れ
て

き
た
船
の
数
を
藩
の
役
所

へ
連
名
で
報

告
し
て
い
る

（『沼
津
市
史
史
料
編
漁
村
』

五
二
九
頁
）
。

当
時
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
沼
津

周
辺
で
も
、
漁
村
の
津
元
ば
か
り
で
な

く
、
愛
鷹
牧
牧
士
や
富
士
山
御
林
守
な

ど
、
特
別
な
職
務
や
地
位
に
あ

っ
た
人

々
は
、
そ
ろ
っ
て
身
分
の
確
認

・
保
証

を
新
領
主

へ
嘆
願
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
は
単
な
る
領
主
替
え

で
は
な
か
っ
た
。
廃
藩
後
は
さ
ら
な
る

革
命
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
明
治
五

年

（
一
八
七
二
）
時
点
で
も
植
松
家
は

戦
国
期
以
来
の
朱
印
状

。
証
文
の
写
し

を
整
え
て
県

へ
提
出
し
た
り
し
て
い
る

が
、
近
代
化
の
嵐
は
封
建
制
下
の
特
権

の
存
続
を
許
さ
な
か
っ
た
。
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ム
ラ
人
と
し
て
の
江
原
素
六

し

高
反
別
少
も
相
違
無
御
座
候
、
依
之

村
役
人
奥
書
御
願
仕
候
、
以
上

右
村
名
主
清
八
⑪

土
地
の
提
供
者
は
西
熊
堂
村
の
農
民

清
次
郎

（井
原
姓
、
明
治
五
年
当
時
百

姓
代

・
五
十
四
歳
）
で
あ
る
。

た
だ
し
、
土
地
を
購
入
し
す
ぐ
に
家

を
建
て
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

江
原
を
自
宅
に
仮
寓
さ
せ
た
西
間
門
村

の
豪
農
長
倉
計
吉
は
、
「私
の
家
に
は
足

か
け
三
年
ば
か
り
居
り
ま
し
た
、
そ
れ

か
ら
金
岡
村
に
土
地
を
買
つ
て
、
そ
こ

に
住
む
ま
で
私
の
家
に
ゐ
た
わ
け
で
す
」

（前
掲

『先
生
伝
』）
と
往
時
を
回
想
し

て
お
り
、
そ
れ
が
勘
違
い
で
な
け
れ
ば
、

西
熊
堂
村
に
実
際
に
転
居
し
た
の
は
明

治
四
年
以
降
の
こ
と
に
な
る
。
沼
津
兵

学
校
の
管
理

・
運
営
に
は
、
西
熊
堂
村

か
ら
で
は
な
く
、
長
倉
家
か
ら
通
勤
し

た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
の
西
熊
堂

村
の
戸
籍
簿

（西
熊
堂
区
有
文
書
）
に

は
、
平
民
身
分
の
者
の
み
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
江
原
の
名
は
な
い
が
、
十
年

代
半
ば
頃
の
戸
籍
簿
に
な
る
と
、
「三
拾

二
番
屋
敷
」
の
住
人
と
し
て
江
原

一
家

八
人

（本
人
と
父
母

。
妻

。
男
児
女
児

二
名
宛
）
が
確
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
東
京
か
ら
父
母
を
呼
び
寄
せ
た

時
期
に
つ
い
て
も
、
明
治
二
年
二
月
と

す
る
も
の

（前
掲

『
先
生
伝
』）、
結
婚
・

西
熊
堂
転
居
後
と
す
る
も
の

（前
掲
辻

著
）
な
ど
、
諸
説
あ
る
。

明
治
九
年
頃
の
西
熊
堂
村

「
一
筆
限

絵
図
面
収
穫
地
価
取
調
帳
」
で
は
、
江

原
家
宅
地
は

「改
三
百
七
拾
弐
番
　
字

下
村
」
、
「坪
数
五
百
七
坪
九
合
六
勺

改
宅
反
別
壱
反
六
畝
廿
八
歩
」
と
な

っ

て
い
る
。

以
後
の
江
原
家
に
つ
い
て
は
、
所
在

地
の
異
動
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
次

の
よ
う
な
疑
問
点
が
残
る
。
江
原
素
六

が
出
版
人
と
な
り
、
明
治
九
年

（
一
八

七
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
数
学
書
に

『
代

数
要
領
』
が
あ
る
が
、
そ
の
奥
付
に
は
、

彼
の
住
所
と
し
て

「静
岡
県
管
下
第

一

大
区
六
小
区
駿
河
国
東
熊
堂
村
七
百
拾

三
番
地
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、

こ
の
時
点
で
住
所
が
東
熊
堂
村
に
な

っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
番
地
が
ど

の
位
置
を
示
す
の
か
未
確
認
だ
が
、
何

ら
か
の
事
情
で

一
時
隣
村
に
転
居
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
東
熊
堂

村
に
は
、
明
治
七
年
に
開
設
し
た
牧
場

が
あ

っ
た
が
、
そ
こ
を
指
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

当
館
の
所
在
地
、
静
岡
県
沼
津
市
西

熊
堂
三
七
二
―

一
は
、
江
原
素
六
の
住

ま
い
が
あ

っ
た
場
所
で
あ
る
。
江
原
が

東
京
か
ら
駿
河
に
移
住
し
た
の
は
、
既

刊
の
伝
記
に
よ
る
と
慶
応
四
年

（
一
八

六
八
）
八
月
の
こ
と
と
さ
れ
、
竹
原
村

（長
泉
町
）
大
沼
家
、
西
間
門
村

（沼

津
市
）
長
倉
家
に
仮
寓
し
た
後
、
西
熊

堂
村
に
屋
敷
を
購
入
し
転
居
し
た
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
転
居
の
時
期
に

つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
か
っ
た
り

（結

城
礼

一
郎

『
江
原
素
六
先
生
伝
』）
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
帰
朝

。
結
婚
後
の
明
治

五
年

（
一
八
七
二
）
と
す
る
も
の
が
あ

る
な
ど

（辻
真
澄

『
江
原
素
六
』
）
、
は

っ
き
り
し
な
い
。

た
だ
し
、
江
原
家
に
伝
来
し
た
古
文

書
に
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
の
土

地
購
入
文
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
駿
河
移
住
の
翌
年
に
は
西
熊
堂

村
に
宅
地
を
求
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
下
が
そ
の
文
書
で
あ
る

（江
原
有
信

氏
寄
贈
分
）
。

差
上
申
畑
地
証
文
之
事

一
上
畑
四
畝
弐
拾
弐
歩
　
家
屋
敷
続
キ

分
米
三
斗
七
升
九
合

一
屋
敷
弐
畝
歩
　
　
　
　
右
同
所

分
米
弐
斗

三
日
合
代
金
弐
拾
五
両
壱
分
分

永
五
拾
三
文
五
分
六
厘

右
者
此
度
、
御
住
居
地
御
入
用

二
付
、

書
面
之
畑
屋
敷
地
差
上
申
候
処
、
右
代

金
御
下
ケ
被
下
置
、
惟
奉
請
取
候
処
実

正

二
御
座
候
、
然
ル
上
、
以
来
御
名
寄

高

二
御
入
被
遊
、
御
年
貢
諸
役
諸
掛
等

御
勤
被
遊
、
永
々
御
支
配
可
被
遊
候
、

此
地
所

二
付
諸
親
類
者
不
及
申
、
外
よ

り
故
障
ケ
間
敷
儀
、
毛
頭
無
御
座
候
、

為
後
日
証
文
差
上
申
候
処
、
依
而
如
件

明
治
二
巳
年
　
　
　
西
熊
堂
村

十
月
日
　
　
　
売
主清
治
郎
Θ

近
所周
吉
①

親
類太
吉
①

江
原
様

前
書
之
通
、
西
熊
堂
村
御
水
帳
之
内
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明
治
二
年
購
入
の
西
熊
堂
村
三
七
二

番

（元
五

一
六

・
五

一
七
番
）
の
宅
地

は
、
牧
畜
事
業
の
失
敗
に
よ
り
、
後
に

他
の
田
畑
と
と
も
に
抵
当
に
入
っ
た
。

東
熊
堂
村

へ
の
住
所
変
更
は
そ
の
た
め

か
。
明
治
二
十

一
年

（
一
八
八
八
）
時

点
で
は
、
江
原
の
住
所
は

「西
熊
堂
村

壱
番
地
」
に
も
ど

っ
て
い
る
。

明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行
に
よ

り
西
熊
堂
は
金
岡
村
の
大
字
と
な
る
。

東
京
で
活
動
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て

か
ら
も
、
本
宅
が
こ
の
地
を
動
く
こ
と

は
な
か
っ
た
。
江
原
は
毎
年
正
月
、
西

熊
堂
区
の
初
寄
合
に
は
必
ず
顔
を
出
し

た
と
い
う
。
明
治
四
十
五
年

（
一
九

一

二
）
か
ら
大
正
六
年

（
一
九

一
七
）
に

か
け
て
は
金
岡
村
会
議
員
を
つ
と
め
て

お
り
、
衆
議
院
議
員

・
貴
族
院
議
員
を

歴
任
し
国
政
の
場
に
長
く
身
を
置
い
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
元
と
の
つ

な
が
り
や
地
域
住
民
と
し
て
の
立
場
を

大
切
に
し
て
い
た
。

外
か
ら
の
来
住
者
で
あ
り
、
士
族
で

あ
る
江
原
が
真
に
村
落
内
部
に
溶
け
込

め
た
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
。
し
か

し
、
旧
身
分
や
社
会
的
地
位
を
超
え
た

と
こ
ろ
で
、
強
い
信
頼
関
係
が
生
ま
れ

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

お

知

ら

せ

欄

演
　
題

一
山
居
院
と
三
鳥
派
弾
圧
事
件

日
　
時

一
８
月
６
日
倒
午
後
２
時
～
４

時
、
於
当
館
講
座
室

定
　
員

¨
一
〇
〇
名
、
参
加
費
無
料
。

申
込
み

¨
当
館
ま
で
電
話
で
。

◎
山
居
院
の
見
学
会

企
画
展
に
関
連
し
、　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
山
居
院
の
現
地
見
学
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

¨
８
月
２
日
困
午
後
１
時
～
４

時
。
集
合

・
解
散
場
所
は
明

治
史
料
館
。
雨
天
中
止
。

定
　
員

一
２０
名

費
　
用

¨
無
料
。
た
だ
し
山
歩
き
が
で

き
る
服
装

・
履
物
で
。

申
込
み

一
当
館
ま
で
電
話
で
。

◎
平
和
を
考
え
る
親
子
戦
争
史
跡
め

ぐ
り
の
開
催

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
市
内
に
残
る
戦
争

関
連
の
史
跡
を
見
学
し
ま
す
。

日
　
時

一
８
月
１５
日
明
午
前
９
時
～
午

後
４
時
、
雨
天
中
止
。

対
　
象

一
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
口貝
一
１０
組
２０
名

史
料
を
ご
提
供
下
さ
い

史
料
館
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

史
料
を
未
来
に
伝
え
ま
す
。

集
　
合

一
明
治
史
料
館

（解
散
も
）
。

費
　
用

一
無
料
。
弁
当
持
参
の
こ
と
。

申
込
み

¨
当
館
ま
で
電
話
で
。

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
開
催

は
じ
め
て
古
文
書
に
接
す
る
方
を
対

象
に
、
下
記
の
日
程
で
初
心
者
向
け
講

座

（全
５
回
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
程

一
９
月
３
日
、
１０
日
、
１７
日
、
２４

日
、
１０
月
１
日
の
各
日
曜
日
。

時
　
間

一
午
後
２
時
～
４
時

講
　
師

一
久
保
田
富
氏

（市
史
編
さ
ん

専
門
委
員
）

定
　
員

一
４０
名

（教
材
費
が
必
要
）

申
込
み

一
電
話
で
先
着
順

◎
燻
蒸
実
施
の
た
め
休
館
し
ま
す

大
切
な
資
料
を
虫
や
カ
ビ
の
害
か
ら

守
る
た
め
、
館
内
の
燻
蒸
作
業
を
行
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
日
程
で
臨

時
休
館

い
た
し
ま
す
。

体

館

日

一
１０

月

３

日

∞

～

５

日

的

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
６２
号

獅
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
４１０
‐
００５
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
‐
二
三
‐
三
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
‐
二
五
‐
三
〇

一
八

〓
一一ｏ
一ヽ
■ヽ
ダコミ
・ｏい一Ч
・目
“
●】“Ｎ〓
・∽ず一Ｎ●
ｏ庁
ｏ
・

」も
ヽ
∽
い∽
ｏ
一ｏ
ヽ
一●
ｏ
こ
い
ヽ
円●
Ｏ
ｏ
図
・〓
言
づ

◎
企
画
展

「愛
鷹
山
中
の
謎
の
遺
跡

山
居
院
」
の
開
催

愛
鷹
山
の
中
に
山
居

（さ
ん
き
ょ
）

と
か
山
居
院
と
呼
ば
れ
て
き
た
場
所
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
中
世
の
山
岳

寺
院
と
か
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
会
の

跡
で
あ
る
と
い
っ
た
諸
説
が
あ
り
ま
し

た
が
、
確
か
な
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
、
山
居
院

が
三
鳥
院

（さ
ん
ち
ょ
う
い
ん
）
が
転

訛
し
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
中
期

に
幕
府
に
よ

っ
て
禁
止

。
弾
圧
さ
れ
た

日
蓮
宗
三
鳥
派
の
寺
院
跡
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
展
で
は
、

関
連
資
料
の
数
々
を
通
し
て
そ
の
謎
解

き
を
お
見
せ
し
ま
す
。

期
　
間

¨
７
月
１
日
～
９
月
３０
日

会
　
場

¨
３
階
北
側
展
示
室

図
　
録

一
『愛
鷹
山
中
の
謎
の
遺
跡
山

居
院
』、
Ｂ
５
版
５６
頁

（内
カ

ラ
１
４
頁
）、
頒
価
五
〇
〇
円
。

◎
歴
史
講
演
会
の
開
催

企
画
展
に
合
わ
せ
、
山
居
院
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
　
師

¨
金
原
明
彦
氏

（日
蓮
宗
興
門

派
研
究
家
）
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